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研究成果の概要（和文）：  

地域の健康水準には多くの社会的健康決定要因が関係すること、ヘルスプロモーションにお
いて重視される市民参加や部門間協力という手法にもとづくプログラムが効果をもたらすこと
が、数量評価により明らかにされている。また、地域の活動や集団での取り組みが、地域の健
康向上に貢献しているであろうことは、ヘルシーシティーなどのヘルスプロモーション政策に
関わる種々の質的研究により指摘されている。 
この研究は、（１）健康推進や生活の質の拡大をめざす総合的な地域の活動や集団での取り組

みが、地域の能力（地域エフィカシー）の拡大にもたらす影響を数量評価し、（２）地域エフィ
カシーが個人や地域の健康行動ならびに健康水準にもたらす影響を評価してそのメカニズムを
解明し、さらに、（３）アジアの諸都市で展開されているヘルシーシティーのプロセス評価指標
を開発することを目的にして行った。 
以下の要素で構成される地域エフィカシーは、アジアのヘルシーシティー活動の付加価値の

評価に有用であり、ヘルシーシティーのプロセスの評価指標と位置づけられる。（１）共同体エ
フィカシー、（２）政策的エフィカシー、（３）地域活動に関する価値観、（４）健康行動・ライ
フスタイル、（５）地域のヘルシーシティー活動、（６）地域活動団体、(7)推進事業。ヘルシー
シティー活動の評価における以下の６領域の評価枠組みを明らかにした。（１）組織・計画・政
策、（２）健康都市プロフィール、（３）事業活動とその成果、（４）ヘルスインパクトアセスメ
ント、（５）地域開発・住民参加・地域エフィカシー、（６）地域人材育成。 
 
研究成果の概要（英文）： 
 Advantage to plan and implement Healthy Cities initiatives has been addressed by quantitative and 
qualitative measures in the last 20 years. Social determinants of health, community participation, 
intersectoral collaboration, health in all policies had been addressed as essential component of Healthy 
Cities plan and implementations. Selected evidence showed the effectiveness of these elements of 
Healthy Cities approach. It has been addressed community level efficacy plays a role to improve the 
quality of initiatives and effectiveness of the programs, separate from individual efficacy for health 
promotion. This research project studied components of community efficacy in the context of Healthy 
Cities in Asia, analyzed its role in promotion of community activities for health promotion and tighten 
values to the places the people live in. The results of analysis of 160Heathy Cities programs in 10 
countries in Asia indicated the seven areas for evaluation of Healthy Cities: (1) institutional structure, 
planning, policy; (2) profiles for a healthy city; (3) evaluation of process and outcome of individual 
projects; (4) health impact assessment; (5) value to health and community; (6) capacity building in 
communities. 
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１．研究開始当初の背景 
地域の健康水準には多くの社会的健康決

定要因が関係すること、ヘルスプロモーショ

ンにおいて重視される市民参加や部門間協

力という手法にもとづくプログラムが効果

をもたらすことが、数量評価により明らかに

されている。 

研究代表者らはヘルシーシティーの指標

による計測研究、健康決定要因に関する研

究、要素プログラムの介入アウトカム評価

などの一連の研究を行なってきた。健康を

重視するまちづくり（ヘルシーシティー）

の取組が市民の健康増進ならびに、個人の

健康技量の拡大を測定する研究（Nakamura, 
2003; Ziersch, 2003）、ならびに、政策決定

のプロセスの分析研究が行なわれ (de 
Leeuw, 1999；Takano, 2003)、ヘルシーシテ

ィーの取組みの付加価値が多角的に分析さ

れている。しかし、ヘルシーシティーの特

徴である、政策形成や実践において市民が

個人としてだけでなく、集団で積極的に関

与するということが、どのようなメカニズ

ムで市民の健康や生活の質、環境の質にポ

ジティブ的な影響をもたらすのかという点

について、分析のフレームワークが提示さ

れてこなかった。一方、Collective Efficacy 
（共同体エフィカシー）という概念が Zee
らにより提唱され(2003)、ヘルスプロモー

ションの政策決定、実践、推進を決定する

要因のひとつとされている。この理論では

共同体全体が備える技量や資源を計量して

評価するものであり、個人の健康行動なら

びに健康水準、個人の健康エフィカシーに

も影響をもたらすものとされている。本研

究では、ヘルシーシティーにより拡大され

る地域のエフィカシーを計測する手法を開

発し、これが個人と地域の健康水準を高め

ることにどのように寄与しているかそのメ

カニズムを解明し、世界各地、特に近年ア

ジアにおいて拡大しているヘルシーシティ

ーにおける効用のメカニズムを明らかにし

ようとする研究である。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、（１）健康推進や生活の

質の拡大をめざす総合的な地域の活動や集団

での取り組みが、地域の能力（地域エフィカ

シー）の拡大にもたらす影響を数量評価し、

（２）地域エフィカシーが個人や地域の健康

行動ならびに健康水準にもたらす影響を評価

してそのメカニズムを解明し、さらに、（３

）アジアの諸都市で展開されているヘルシー

シティーのプロセス評価指標を開発すること

にある。 

 
３．研究の方法 
まず、ヘルシーシティーの評価に関するレ

ビューを行い、次に、アジアのヘルシーシテ

ィー研究のネットワークを活用し、日本、韓

国、ベトナムにおいて、キーインフォーマン

トインタビュー調査を行った。 

さらに、ヘルシーシティーにおける高齢者

の健康で自立した生活を支援する地域の医療

、介護、福祉資源の量とその機能の評価方法

を検討した。 

アジアのヘルシーシティー研究のネットワ

ークを活かし、（１）日本、韓国、香港にお

ける、地域エフィカシーの調査を行い、健康

都市観を構成する要素の分解を行った。（２

）さらにベトナム国フエ市において、ヘルシ

ーシティーの枠組みにおける市場の衛生改善

地区事業を行い、地域住民の健康知識、衛生

知識、健康観、健康都市観を、市場の衛生改

善事業の前後において評価した。（３）また

、愛知県尾張旭市、香川県綾川町における高

齢死亡者の死亡前12か月の医療と介護サービ

ス利用のパターンを分析した。（４）調査結

果に基づき、ヘルシーシティーにおける地域

エフィカシーと個人の技量、健康行動と健康

水準との相互関連性を検討した。 



ヘルシーシティー指標による地域資源静態

評価指標、動態評価指標による分析を行った

。地域住民の健康知識、衛生知識、健康観、

健康都市観、地域活動の調査による、地域住

民のエフィカシー評価を行った。健康都市事

業の介入前後における、地域健康度の評価を

行い、健康決定諸要因の寄与、地域エフィカ

シー、活動寿命の改善を明らかにした。 
  
４．研究成果 

ヘルシーシティーに取り組むことによる効

果の測定において、以下の要素から構成され

る「地域エフィカシー」の計測が有用である

ことが明らかになった。(1)共同体エフィカシ

ー、(2)政策的エフィカシー、(3)地域活動に

関する価値観、(4)健康行動・ライフスタイル

、(5)地域のヘルシーシティー活動、(6)地域

活動団体、(7)推進事業。 

都市間連携によるヘルシーシティー活動の

効用を分析した結果、各都市が独立にヘルシ

ーシティー活動を行う場合に加え、都市間連

携による付加的エフィカシーが存在し、独立

した評価が必要であることを明らかにした。 

高齢者の健康で自立した生活の支援環境の

評価のための、地域の医療、介護、福祉資源

の量と、その相互関係性の評価の指標を明ら

かにした。 

地域のヘルシーシティー活動の活動水準が

、共同体エフィカシー、政策的エフィカシー

との相互関係、地域活動に関する価値観、健

康行動・ライフスタイルの変容に、共同体エ

フィカシー、地域のヘルシーシティー活動の

水準との関係を示した。高齢期の医療サービ

ス、介護サービスの利用状況と、利用可能な

社会資源の質と量との関係を示した。 

ヘルシーシティー活動の評価における以下

の６領域の評価枠組みを明らかにした。（１）

組織・計画・政策、（２）健康都市プロフィー

ル、（３）事業活動とその成果、（４）ヘルス

インパクトアセスメント、（５）地域開発・住

民参加・地域エフィカシー、（６）地域人材育

成。 
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